
履修モデル

※2014（平成26）年度以前の⼊学⽣は2014（平成26）年度以前の履修モデルをご覧ください。

里山イニシアティブ（自然資源の持続可能な管理・利用を実現する取組み）の推進をめざす

想定される具体的な進路・職種 多くの企業のCSR部⾨、動物園、⽔族館、公務員

⼈や動植物の⽣活環境についてさまざまな視点から捉えることができる知識と技術を⾝に付けることで、公的機
関や⼀般企業の環境保全・保護活動部⾨に従事したい⼈のための履修モデルです。まず本学科の学習基盤となる
環境を念頭においた⽣物学と化学の両⽅を⼀体化した実験・実習、および⼲潟や河川、森林など実際のフィール
ドでの動物の⽣態調査や植⽣調査を通じて、実践的な知識と⾏動⼒を⾝に付けた上で、さらに緑地創造学系分野
において森林⽣態学などを学ぶとともに、⽣態保全学系分野における保全植物学、環境動物学、動物環境⽣理学
などを学修し、⽣物間の相互作⽤や⽣態系の相互作⽤を理解し、⽣物多様性をいかに保全していくべきかについ
て学びます。

■－必修科⽬  ■－選択科⽬

区分
授業科⽬

1年次 2年次 3年次 4年次

教
養
教
育
部
⾨

⼈⽂社会科⽬
群

⽇本語学
世界の歴史と⽂化
⽇本国憲法
政治学
メディアリテラ
シー

⾃然科学科⽬
群

物質の成り⽴ち
⽣命・⾷料・環
境・エネルギー
地球と宇宙

⾔語コミュニ
ケーション科
⽬群

英語中級Ⅰ
英語中級Ⅱ
英会話中級Ⅰ
英会話中級Ⅱ

英語中級Ⅲ
英語中級Ⅳ
英会話中級Ⅲ
英会話中級Ⅳ
中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

情報技術科⽬
群

情報機器の操作Ⅰ
情報機器の操作Ⅱ
情報機器の操作Ⅲ

健康とスポー
ツ科⽬群

健康・スポーツ科
学Ⅰ
健康・スポーツ科
学Ⅱ

キャリア教育
科⽬群

インターンシップⅠ・Ⅱ

専
⾨
教
育
部
⾨

基礎教育科⽬
群

数学
⽣物学Ⅰ・Ⅱ
化学Ⅰ・Ⅱ
物理学
地学
⽣物学実験
化学実験

科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ
情報科学

学系共通 ⽣物環境科学概説
⽣物化学Ⅰ
環境基礎理論
⽣物環境科学実習
⽣物環境科学演習

⽣物環境科学演習
Ⅱ
有機化学
分⼦⽣物学
進化⽣物学

⽣物環境科学実験
Ⅱ
フィールドサイエ
ンス
環境アセス論

卒業研究
ゼミナールⅡ



Ⅰ
農場実習

⽣物化学Ⅱ
⽣物統計学
環境法
フィールド⽣産技術
論
⽣物環境科学実験Ⅰ

ゼミナールⅠ

⽣物環境科学特別講義Ⅰ
⽣物環境科学特別講義Ⅱ
⽣物環境科学特別講義Ⅲ

農学特別講義Ⅰ
農学特別講義Ⅱ

⽣態保全学系 植物分類学
⽣態学

保全植物学
環境動物学

野⽣動物管理論
動物環境⽣理学
植物繁殖⽣態学
植物環境適応論

緑地創造学系 ランドスケープ・
デザイン学
森林⽣態学
緑地環境学

緑地材料学
ランドスケープ・
デザイン演習
オープン・スペー
ス論

⽣物機能調節
化学系

植物⽣命化学
微⽣物学
環境微⽣物学

植物⽣理学
植物機能科学

環境化学系 ⼟壌学
物質循環論
⽔圏環境化学

環境⼟壌学
肥料学

区分
授業科⽬

1年次 2年次 3年次 4年次

※履修モデルはあくまでも⼀例です。
※カリキュラムは変更となる場合があります。
※教員免許取得をめざす場合は、別途、教職課程の履修、学芸員資格取得をめざす場合は学芸員課程の履修が必要
です。

※記載された科⽬のみでは卒業要件を満たしていない場合があります。履修の際は、カリキュラム表などで確認の
うえ、履修をしてください。

化学分析やバイオテクノロジーに関わる技術職をめざす

想定される具体的な進路・職種 バイオ関連会社、環境分析会社、⾷品製造会社、⾷品衛⽣関連会社、公
務員

最先端の化学分析やバイオテクノロジーの知識と技術を⾝に付けることで、バイオ関連企業、環境分析会社や⾷
品関連企業などにおける技術職（研究開発、品質管理）をめざす⼈のための履修モデルです。まず本学科の学習
基盤となる環境を念頭においた⽣物学と化学の両⽅を⼀体化した実験・実習、および⼲潟や河川、森林など実際
のフィールドでの動物の⽣態調査や植⽣調査を通じて、実践的な知識と⾏動⼒を⾝に付けた上で、さらに環境化
学系分野において⽔、⼤気、⼟壌中の化学物質の動態や解析技術について学修するとともに、⽣物機能調節化学
系分野において、植物や微⽣物の特異機能を分⼦細胞レベルから⽣態レベルまで幅広く学びます。

■－必修科⽬  ■－選択科⽬

区分
授業科⽬

1年次 2年次 3年次 4年次

教
養
教
育
部

⼈⽂社会科⽬
群

⽇本語学
世界の歴史と⽂化
⽇本国憲法
政治学
メディアリテラ



区分
授業科⽬

1年次 2年次 3年次 4年次

⾨ シー

⾃然科学科⽬
群

物質の成り⽴ち
⽣命・⾷料・環
境・エネルギー
地球と宇宙

⾔語コミュニ
ケーション科
⽬群

英語中級Ⅰ
英語中級Ⅱ
英会話中級Ⅰ
英会話中級Ⅱ

英語中級Ⅲ
英語中級Ⅳ
英会話中級Ⅲ
英会話中級Ⅳ
中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

情報技術科⽬
群

情報機器の操作Ⅰ
情報機器の操作Ⅱ
情報機器の操作Ⅲ

健康とスポー
ツ科⽬群

健康・スポーツ科
学Ⅰ
健康・スポーツ科
学Ⅱ

キャリア教育
科⽬群

インターンシップⅠ・Ⅱ

専
⾨
教
育
部
⾨

基礎教育科⽬
群

数学
⽣物学Ⅰ・Ⅱ
化学Ⅰ・Ⅱ
物理学
地学
⽣物学実験
化学実験

科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ
情報科学

学系共通 ⽣物環境科学概説
⽣物化学Ⅰ
環境基礎理論
⽣物環境科学実習
⽣物環境科学演習
Ⅰ
無機化学

⽣物環境科学演習
Ⅱ
有機化学
分⼦⽣物学
進化⽣物学
⽣物化学II
⽣物統計学
環境法
フィールド⽣産技
術論
⽣物環境科学実験
Ⅰ

⽣物環境科学実験
Ⅱ
環境アセス論
ゼミナールⅠ

卒業研究
ゼミナールⅡ

⽣物環境科学特別講義Ⅰ
⽣物環境科学特別講義Ⅱ
⽣物環境科学特別講義Ⅲ

農学特別講義Ⅰ
農学特別講義Ⅱ

⽣態保全学系 植物分類学
⽣態学

保全植物学
環境動物学

野⽣動物管理論
植物環境適応論

緑地創造学系 森林⽣態学
緑地環境学

オープン・スペー
ス論

⽣物機能調節
化学系

植物栄養学
植物⽣命化学
微⽣物学
環境微⽣物学

植物⽣理学
植物機能科学
細胞分⼦⽣物学



区分
授業科⽬

1年次 2年次 3年次 4年次

環境化学系 ⼟壌学
物質循環論
⽔圏環境化学
環境分析化学

環境⼟壌学
肥料学
機器分析化学

※履修モデルはあくまでも⼀例です。
※カリキュラムは変更となる場合があります。
※教員免許取得をめざす場合は、別途、教職課程の履修、学芸員資格取得をめざす場合は学芸員課程の履修が必要
です。

※記載された科⽬のみでは卒業要件を満たしていない場合があります。履修の際は、カリキュラム表などで確認の
うえ、履修をしてください。

人と動植物が調和した都市空間のデザインに関わる技術職をめざす

想定される具体的な進路・職種 造園会社、コンサルティング会社、建設会社、公務員

⾼速道路やビルの建設など都市の開発において重要な環境アセスメントや⽣態系ネットワークの構築に関する知
識と技術を⾝に付けることで、都市緑化関連企業や建設企業などにおける技術職（環境アセスメントのコンサル
ティング、都市デザイン）をめざす⼈のための履修モデルです。まず本学科の学習基盤となる環境を念頭におい
た⽣物学と化学の両⽅を⼀体化した実験・実習、および⼲潟や河川、森林など実際のフィールドでの動物の⽣態
調査や植⽣調査を通じて、実践的な知識と⾏動⼒を⾝に付けた上で、さらに環境化学系分野において⼤気や⽔環
境の分析・評価について学ぶとともに、緑地創造学系分野において、ランドスケープ・デザイン学、緑地環境学
などを習得し、街の暮らしと環境に適した植⽣や環境指標となる⿃など⼩動物の⽣態的波及効果を配慮した環境
デザインについて学びます。

■－必修科⽬  ■－選択科⽬

区分
授業科⽬

1年次 2年次 3年次 4年次

教
養
教
育
部
⾨

⼈⽂社会科⽬
群

⽇本語学
世界の歴史と⽂化
⽇本国憲法
政治学
メディアリテラ
シー

⾃然科学科⽬
群

物質の成り⽴ち
⽣命・⾷料・環
境・エネルギー
地球と宇宙

⾔語コミュニ
ケーション科
⽬群

英語中級Ⅰ
英語中級Ⅱ
英会話中級Ⅰ
英会話中級Ⅱ

英語中級Ⅲ
英語中級Ⅳ
英会話中級Ⅲ
英会話中級Ⅳ
ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

情報技術科⽬
群

情報機器の操作Ⅰ
情報機器の操作Ⅱ
情報機器の操作Ⅲ

健康とスポー
ツ科⽬群

健康・スポーツ科
学Ⅰ
健康・スポーツ科
学Ⅱ

キャリア教育
科⽬群

インターンシップⅠ・Ⅱ



区分
授業科⽬

1年次 2年次 3年次 4年次

専
⾨
教
育
部
⾨

基礎教育科⽬
群

数学
⽣物学Ⅰ・Ⅱ
化学Ⅰ・Ⅱ
物理学
地学
⽣物学実験
化学実験

科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ
情報科学

学系共通 ⽣物環境科学概説
⽣物化学Ⅰ
環境基礎理論
⽣物環境科学実習
⽣物環境科学演習
Ⅰ
無機化学
農場実習

⽣物環境科学演習
Ⅱ
有機化学
分⼦⽣物学
進化⽣物学
⽣物化学II
⽣物統計学
フィールド⽣産技
術論
環境法
⽣物環境科学実験
Ⅰ

⽣物環境科学実験
Ⅱ
フィールドサイエ
ンス
環境アセス論
ゼミナールⅠ

卒業研究
ゼミナールⅡ

⽣物環境科学特別講義Ⅰ
⽣物環境科学特別講義Ⅱ
⽣物環境科学特別講義Ⅲ

農学特別講義Ⅰ
農学特別講義Ⅱ

⽣態保全学系 植物分類学
⽣態学

保全植物学
環境動物学

野⽣動物管理論
植物繁殖⽣態学
植物環境適応論

緑地創造学系 ランドスケープ・
デザイン学
森林⽣態学
緑地環境学

緑地材料学
ランドスケープ・
デザイン演習
オープン・スペー
ス論

⽣物機能調節
化学系

植物栄養学
植物⽣命化学
微⽣物学
環境微⽣物学

植物機能科学

環境化学系 ⼟壌学
物質循環論
⽔圏環境化学
環境分析化学

環境⼟壌学
肥料学
機器分析化学

※履修モデルはあくまでも⼀例です。
※カリキュラムは変更となる場合があります。
※教員免許取得をめざす場合は、別途、教職課程の履修、学芸員資格取得をめざす場合は学芸員課程の履修が必要
です。

※記載された科⽬のみでは卒業要件を満たしていない場合があります。履修の際は、カリキュラム表などで確認の
うえ、履修をしてください。

中学・高校の理科および農業高校の教員をめざす

想定される具体的な進路・職種 ⾼等学校教諭（理科、農業）、中学校教諭（理科）

本学科の特徴である⽣物と化学に関する専⾨科⽬を学習し、さらにフィールド調査をはじめ各種実験を⾏うこと
によって、幅広い知識と教養を⾝に付けます。そして、⾼等学校教諭⼀種免許状（理科、農業）および中学校教
諭⼀種免許状（理科）を取得し、教員として活躍できることを想定しています。



■－必修科⽬  ■－選択科⽬

区分
授業科⽬

1年次 2年次 3年次 4年次

教
養
教
育
部
⾨

⼈⽂社会科⽬
群

⽇本語学
世界の歴史と⽂化
⽇本国憲法
政治学
メディアリテラ
シー

⾃然科学科⽬
群

物質の成り⽴ち
⽣命・⾷料・環
境・エネルギー
地球と宇宙

⾔語コミュニ
ケーション科
⽬群

英語中級Ⅰ
英語中級Ⅱ
英会話中級Ⅰ
英会話中級Ⅱ

英語中級Ⅲ
英語中級Ⅳ
英会話中級Ⅲ
英会話中級Ⅳ
中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

情報技術科⽬
群

情報機器の操作Ⅰ
情報機器の操作Ⅱ
情報機器の操作Ⅲ

健康とスポー
ツ科⽬群

健康・スポーツ科
学Ⅰ
健康・スポーツ科
学Ⅱ

キャリア教育
科⽬群

インターンシップⅠ・Ⅱ
職業指導論

専
⾨
教
育
部
⾨

基礎教育科⽬
群

数学
⽣物学Ⅰ・Ⅱ
化学Ⅰ・Ⅱ
物理学
地学
⽣物学実験
化学実験

物理学実験
地学実験

科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ
情報科学

学系共通 ⽣物環境科学概説
⽣物化学Ⅰ
環境基礎理論
⽣物環境科学実習
⽣物環境科学演習I
無機化学
農場実習

⽣物環境科学演習
Ⅱ
有機化学
分⼦⽣物学
進化⽣物学
⽣物化学Ⅱ
⽣物統計学
フィールド⽣産技
術論
環境法
⽣物環境科学実験
Ⅰ

⽣物環境科学実験
Ⅱ
フィールドサイエ
ンス
環境アセス論
ゼミナールⅠ

卒業研究
ゼミナールⅡ

⽣物環境科学特別講義Ⅰ
⽣物環境科学特別講義Ⅱ
⽣物環境科学特別講義Ⅲ

農学特別講義Ⅰ
農学特別講義Ⅱ

⽣態保全学系 植物分類学
⽣態学

保全植物学
環境動物学

野⽣動物管理論
動物環境⽣理学
植物繁殖⽣態学
植物環境適応論



区分
授業科⽬

1年次 2年次 3年次 4年次

緑地創造学系 ランドスケープ・
デザイン学
森林⽣態学
緑地環境学

緑地材料学
ランドスケープ・
デザイン演習
オープン・スペー
ス論

⽣物機能調節
化学系

植物栄養学
植物⽣命化学
微⽣物学
環境微⽣物学

植物⽣理学
植物機能科学
細胞分⼦⽣物学

環境化学系 ⼟壌学
物質循環論
⽔圏環境化学
環境分析化学

環境⼟壌学
肥料学
機器分析化学

教職関係科⽬ 教職⼊⾨
教育⼼理学
教育原論
教育課程論
⽣徒・進路指導論

道徳教育の研指導
法
教育⽅法論
教育⾏政論
【理科】理科教育
法Ⅰ・Ⅱ
特別活動の指導法
学校教育相談

【農業】農業科教
育法
【理科】理科指導
法Ⅰ
【農業】農業科指
導法
教育実習の研究

教育実習Ⅰ
教育実習Ⅱ
教育実習の研究
教職実践演習

※履修モデルはあくまでも⼀例です。
※カリキュラムは変更となる場合があります。
※教員免許取得をめざす場合は、別途、教職課程の履修、学芸員資格取得をめざす場合は学芸員課程の履修が必要
です。

※記載された科⽬のみでは卒業要件を満たしていない場合があります。履修の際は、カリキュラム表などで確認の
うえ、履修をしてください。


